
158 

開発

(心研・理論外科〉片岡一則

(医工研〉岡野光夫・桜井靖久

リンパ球の二つの亜集団であるBリンパ球とTリン

パ球とを効率良く分離することは，免疫学の分野にお

いて重要な課題である.我々は，表面にミクロドメイ

ン構造を有するポリスチレン/ポリアミン櫛型ボリ

マー (SA)が Bリンパ球とTリンパ球とをその粘着

性において鋭敏に識別することを見出した.このポリ

マーをコートしたガラスビーズを充填したカラムに，

ラットの腸間膜リンパ節のリンパ球サスペンションを

通過せしめることにより，良好な収率でTリンパ球を

得ることができることが判明し， リンパ球亜集団分離

用カラムとして有望であることが明らかとなった.こ

の分離機構として我々は，本ポリマーのミクロドメイ

ン構造が，接着リンパ球の膜流動を抑制し，非特異粘

着を少なくすることにより， B，Tリンパ球の認識を可

能にした為と考えている.

12.イヌ腎移植における GraftPretreatmentー抗

リンパ球抗体による検討一

(腎センター 外科〉

八木沢隆・高橋公太・早坂勇太郎・

東間 紘・阿岸鉄三・太田和夫

免疫抑制剤による GraftPretreatmentはGraftim-

munogenecityを低下させ，移植後拒絶反応に抑制作

用をもつものと期待しうる.イヌ腎における Graft

Pretreatmentの基礎研究として，抗イヌリンパ球グロ

プリン (ACLG)による低温潅流保存を行った

Pretreated Kidneyの検索を行った.イヌの両側腎，

大動脈，下大静脈をen-blocvこ摘出し，初期濯流の後，

Alubumin solution with ACLGにて24時間，低温潅

流保存した.そして，経時的に潅流液ACLG濃度

(SRID， Cytotoxic titer)，腎組織内 ACLG分布(間接

蛍光抗体〉を調べた.潅流液ACLG濃度は潅流後3時

間まで減少し(潅流前の約65%)以後， 24時間まで一

定であった.腎組織内 ACLGは血管内皮に付着してみ

られた.これはACLGが血管内皮の Antigenをmask

することを示唆するものであり，その免疫学的有用性

が期待される.今後，さらに移植実験により検討して

いく予定である.

13.種々の抗癌剤のNK細胞に及ぼす影響

(内科1)

直原 徹・押味和夫・溝口秀昭

〔目的〕種々の抗癌剤の NaturalKiller (NK)細胞，

一1190

およびその活性に及ぼす影響を， Percoll gradientsを

用いlargegranular lymphocyte (LGL)を分離して

検討した.c方法〕正常人末梢血より得た非付着性単核
球を Percoll gradientsにて LGLを分離し，これを

effector細胞とし 51Cr標識K562細胞を標的細胞とし

た系に種々の濃度の抗癌剤を加え， 2日間培養後， NK

活性およびe妊ector細胞の viabilityを測定した.c結
果Jadriamycin， mitomycin-C， hydrocortisoneは NK
細胞を殺すことなく，薬理学的血中濃度付近で NK活

性を低下させた.vinblastineは， NK活性に殆んど影

響を与えず，NK活性発現にmicrotubulusは関与しな

いことが示唆された.NK活性は1μg/mI以上の濃度

でdose-dependentv.こNK活性を低下させた.

14. ヒト NK細胞の自己T'Bリンパ球，単球， NK 

細胞に対する障害作用

(内科1)押味和夫・溝口 秀昭

〔輸血部〉佐竹正博

NK細胞は癌細胞，ウイルス感染細胞のみならず胸

腺細胞，骨髄細胞の一部などの正常細胞をも障害する

ことが報告されている.本実験ではヒト NK細胞が，

自己の種々単核球サブセットを障害することを報告す

る.細胞障害活性は 5時間培養51Cr放出試験によっ

た.エフェグター細胞はNK細胞を60%前後含む分

画，標的細胞は種々の方法により分離したBおよびT

細胞，単球， NK細胞，赤血球である.結果として，上

記種々細胞のうち赤血球を除く他の細胞は20-60%程

度の障害をうけ，エフェクター細胞をインターフエロ

ンで活性化すると更に強く障害されるようになる.マ

イトジェンで芽球化したT・B リンパ球より，刺激し

ないリンパ球の方がより強い感受性を示す.一方ェ

フェグター細胞はNK細胞の多い分画に活性が強い

点などから NK細胞であることが示された.以上の成

績から， NK細胞は生体内で種々の正常細胞の免疫応

答を制御している可能性が示された.

15.単純へルペス角膜炎の免疫学的研究抗胸腺抗体

の作用について

(第2病院眼科〉奥山直美・宮永嘉隆

要約:近交系モルモット CNIHStrain N o. 2)を用

いて単純へルベスウイルス(HSV)1型の角膜感染実

験を行なった.すなわち HSV感作モルモットの胸腺

細胞を他のモルモットに移入し，その HSV角膜感染

に対する作用を角膜病変の推移を観察することによっ

て調べた.次に同様に HSV感作モルモットより取り

出したリンパ節細胞・牌細胞に抗胸腺抗体を反応させ



て他のモルモットに移入し，単純ヘルベス角膜炎

(HSK)に対する作用を観察した.

その結果，第 1の実験からは感作胸腺細胞には

HSKの治癒能力があること，第2の実験からは絢腺

由来の細胞つまり T紹胞を除去したりンパ細胞にはそ

の治癒能力がないことが解った.すなわち， これらの

胸腺細胞はT細胞であるので， T細胞が HSKを治癒

に導く主たるものであることが示された.

16.モルモッ卜，サルおよびウサギ眼組織からの

slow reacting substance (SRS)の遊離について・実

験的アレルギー性ぶどう膜炎を含めて

(第二病院眼科〉金 恵媛・宮永嘉隆

眼科領域において，アラキドン酸のリポキシゲナー

ゼ系代謝物につレての研究はほとんどなく，その役割

についても明らかでない.そこで，モルモット，サノレ

およびウサギ眼組織にCalcium ionophore A23187 

(A23187)を作用させSRSが遊離されるか否かについ

て検討するとともに，ウシ血清アルブミン (BSA)感

作ウサギのぶどう膜炎発症時に， SRSが遊離されるか

否かについても検討した.A23187により，いずれの動

物においても，ぶどう膜および結膜から，明らかに強

いSRSの遊離が認められた.また，ぶどう膜炎を惹起

させたウサギの前房水中にはSRSの遊離が認められ

なかったが，硝子体中には明らかな SRSの遊離が認め

られた.したがって，以上の成績により， ヒトにおい

てもぶどう膜および結膜から SRSが産生されること

が示唆されるとともに，眼炎症時には， SRSが何らか

の役割を演じていることが，強く示唆された.

17.免疫療法における撞嬢所属リンパ節の意義に関

する実験的研究

(第二病院外科〉小川健治・川田裕一・

大谷洋一・榊原 宣
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C3Hマウスに腹水肝窪MH134を移植し，これに

OK-432を投与する動物実験を行い，免疫療法における

腫場所属リンパ節の意義について検討を試みた.

腫蕩所属リンパ節を有する群と欠除する群を作成

し， OK-432投与後の腫蕩増殖曲線を比較した.腫蕩所

属リンパ節を有する群では， これを欠除する群よりも

腫蕩増殖は抑えられており， OK-432の効果発現に腫療

所属リンパ節の存在が重要なことが明らかとなった.

さらに， OK-432投与後のリンパ節の免疫能をThy

1・2抗原陽性細胞比， PHA幼若化反応， NK活性 51

Cr release testなどの parameterを用い測定した.腫

蕩所属リンパ節の免疫能は，腫蕩の発育にともない低

下してゆくが， OK-432投与により，その低下の程度は

軽減する傾向を示した.

OK-432による腫蕩増殖抑制に，腫蕩所属リンパ節の

免疫機構の関与が示唆された.

18. ヒト B細胞の invitro免疫寛容の誘導

〔微生物〉内山竹彦

ヒト扇桃リンパ球を invitro組織培養系において抗

原 Trinitrophenyl-Brucellaabortus (TNP-Ba)で刺

激すれば，抗TNP抗体産生細胞が出現する.この反応、

はマクロファージやT細胞に非依存性であり，培養3

日後の反応ではマグロファージの存在はかえって反応

を抑制する.マウスにおいて強力な免疫寛容抗原であ

るTNP-carboxymethylcellulose (TNP-CMC)を肩

桃リンパ球と， 1μg/mlの濃度で 1時間培養すれば，肩

桃リンパ球はTNPに対して特異的不応答が誘導さ

れ， TNP-Baの刺激に対して反応しなくなる.この不

応答には抑制性細胞は関与しない.また，不応答誘導

時十こT細胞やマクロファージの存在は必要ない.すな

わち， B細胞における免疫寛容が誘導される.


